
―お申込み、お問い合わせ先― 

京都聴覚障害児放課後等デイサービス「にじ」 

京都市上京区猪熊通丸太町下る中之町 519 

（二条城北側）京都社会福祉会館３階 

TEL 075-406-7530  

FAX 075-406-7531 

☆事前にお申込みいただけると助か

ります。当日参加も大歓迎です。 

 

 社会福祉法人 京都聴覚言語障害者福祉協会 

聴覚に障害のある赤ちゃんと子ども・ご家族のつどいの場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土曜日 土曜日
10月1日 「にじ」 11月5日 「にじ」

10月8日 「にじっこ」 11月12日 「にじっこ」

10月15日 「にじ」 11月19日 「にじ」・「にじっこ」交流会

10月22日 「にじっこ」 11月26日 「にじっこ」お休み

11:00 11:00～11:45（手遊び・絵本・遊び工作等）
12:00～14:00（ゲストのお話と交流）
           ゲスト：酒井　弘校長先生
　　　　　　*軽食をお持ちください

第20回全国聴覚言語障害者福祉研究交流集
会（京都）が佛教大学で開かれます。「にじ」の
子どもたちが入門講座で「にじ」の活動報告を
します。

～14:00

10:00 ハロウィンを楽しもう！
「探偵ゲーム」「トイレットペーパー巻き」

などなど・・・お楽しみに。

13:00 土曜企画
手話エンターテイメント発信団oioiのお兄さん

たちと楽しく交流！パパもママも一緒に！～16:00 ～1５:00

11:00 11:00～11:45（手遊び・絵本・遊び工作等）
12:00～14:00（ゲストのお話と交流）
           ゲスト： 内川智美さん
　　　　　 ＊軽食をお持ちください

11:00 11:00～11:45（手遊び・絵本・遊び工作等）
12:00～14:00（ゲストのお話と交流）
           ゲスト：黒川愛紀絵さん
　　　　　 ＊軽食をお持ちください

～14:00 ～14:00

１０月の予定 １１月の予定

10:00 パパママ手話学習会（AM)
子どもたちは「みんな遊び」
午後はおやつ作りの予定

10:00 パパママ手話学習会（AM)
子どもたちは「みんな遊び」
午後はおやつ作りの予定～16:00 ～16:00

 

ゲスト紹介： 

内川智美（うちかわ ともみ）さん： 

聴覚障害のある子どもを持つ聞こえないお母さん。 

自分は聞こえる親の元で育ちましたが、ろうの息子を授か

り、我が家は「手話」を第一言語として、子育てをしていま

す。自分の幼少時代に考えもしなかった「手話」を取り巻く

環境についてお話ししたいと思っています。 

よろしくお願いいたします。 
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これからの予定 

★12月 24日（土）クリスマス会 

★1月 7日（土）「にじ」「にじっこ」学習会 

島根県立浜田ろう学校の福島先生（聞こえない 

先生）をお招きして、「難聴体験」を通して聞 

こえについて学び合いたいといます。 

参加お待ちしています。 

＊福島先生はテニスの錦織圭選手のおじさん

とのこと（＾＾）これは内緒！ 

 

＜「にじ」・「にじっこ」交流会＞ 

～親子、家族でご参加いただけます～ 

（「にじ」との合同企画です） 

☆11 月 19日（土）13:30～15:30 

 『手話エンターテイメント発信団 oioi のお兄さんた

ちと！ パパもママも一緒に遊ぼう！』 

ゲスト紹介： 

黒川愛紀絵（くろかわ あきえ）さん： 

会社員 左右 110db 

大阪府高槻市出身、小学校～大学まで地域の学 

校に通っていました。大学卒業後は民間企業に就 

職。その後同じろう者の主人と結婚し長女を出 

産。現在は、育児と仕事に全力疾走する毎日です。 

自分のこれまでの経験をお話しし、皆様からの 

ご質問にもお答えできたらと思います。 

気になることなど何かありましたら、気軽に尋 

ねください♪ 

 

ゲスト紹介： 酒井 弘（さかい ひろむ）さん：京都府立聾学校の校長先生 

こんにちは。京都府立聾学校の酒井弘です。「ヒロム」と読みます。 

平成９年に聾学校へ来て早いもので１９年になります。 

手話は生徒に教えてもらいました。最初、高等部で教えた授業は「情報」です。６年ほど教えて、

後は中学部の総括主事、１年で終わり教育委員会で特別支援教育課指導主事を１年、その後聾学校

高等部に戻って総括主事を３年、副校長を２年、校長を６年し、定年退職をしたのですが、教育委

員会より再度校長をということで、今年は再任用校長をしています。 

聾学校が大好きです。聾学校一番の宝物は「子ども達」と自信をもって言っています。 

二番目の宝物は子ども達を守り育てる方々です。つまり、保護者の方々や関係者の方々、先生方だ

と思っています。三つ目の宝物はなんと言っても、この素晴らしい「京都府立聾学校」そのもので

す。 

この素晴らしい「京都府立聾学校」を皆様と守り育てていきたいと思います。 

どうぞ、よろしくお願いします。 

 


